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企画セッション Z1：天文学史研究の拡大と展望：Cultural Astronomy としての天文と歴史
日本天文学会2026年春季年会、2026年3月6日（金）京都産業大学

生活・文化・天文学史の文脈で天文を考える

ねらいは2つ
(1)天文から出る「腕」を宇宙原理的に見る
(2)学校での天文の授業の改善への応用



IAU 戦略計画 2020-2030
日本語訳（日本天文教育普及研究会による）
より引用

今回のセッション Z1 の射程



建
築

音楽

音
楽

天文

天
文

天文

音楽

建築

どこを中心に見ても、そこを中心に多方面に「腕」が出ているように見える

建築

宇宙原理的に見ると…

互いに絡み合う網の目状構造の大きな体の一部を、それぞれが成している
したがって

どこからでも天文へ行くことができ
天文からどこへでも行くことができる

上記「天文」のところを、どのような分野に置き換えても成立



解決したい問題
多くの教師、特に小学校教師が理科そして天文分野の授業に対して苦手意識を抱いている

問題解決の一方法（案）
教師にとって力を発揮できる場所から天文に近づいていって、天文を扱う（分野横断・接続的）
教師にとって力を発揮できる別のものと共に、天文を扱う（分野横断・融合的）

この方法が機能する見通し
教科や分野を横断する横断性ある教材への教師の側からの期待がある

このセッション Z1 との関連
天文学史・Cultural Astronomy の視点は、天文から出る多くの「腕」を見通す
学校教育での上記問題解決のための多くの「腕」を、その視点から探し得たい



Astronomy Day in Schools プロジェクト
IAU のCommission C1 での活動の一つ、Commission C5 の活動とも関連

2021 年から活動を開始、多くの国の教師や生徒から教材のアイデア紹介 
(i) 自然と人々の暮らしをつなぐもの、例えば季節の巡りや日時計などを活用したもの
(ii) 歴史や文化遺産の理科につなげるもの、例えば古代建造物や都市の設計、年中行事

やその起源、祭り、食文化など
(iii)現代社会課題と関連付けたもの、例えば光害、地域でのサービス・ラーニング、国際的

な協調涵養など



日時計：時を読み、図面を引く、人間 GPS

神戸の高校の先生より
日時計の読みから緯度と経度を
数分の1度の精度で



イランの生徒による実践



天文台としての建造物：古代、そして現代

イランの先生より
「チャルタキ」の天文台としての機能

ペルーの先生より
インカ文明の「チャンキーヨ」での日付の読み



ブルガリアの先生より
トラキア人の遺跡の太陽天文台



イランの建築家による、
日の入りの場所で日付を知る公園の設計



年中行事：天の巡り → 地の巡り → 人の巡り
秋分の時は昼と夜が同じ
それに触発された絵画作品
ルーマニアの生徒から（14歳）

春夏秋冬の食事、踊り（闇の追い出し）、
装飾（常緑樹へ、冬を耐える力の祈り）
ルーマニアの生徒から



冬至：闇夜に打ち克つ

長い夜の冬至にまつわる昔話
ルーマニアの高校生の演劇部による



冬至：太陽を待ち焦がれる

明るく、あたたかい太陽への思い
冬至のお供えものとして「スイカ」
イランの先生より



教室の中での美しい展示：実は光害の説明
文化的な照明と、美しい夜空の共存への思い
ルーマニアの生徒より

古代文字の読み解き
ギリシャの
古代エジプト学研究所



今後の課題
教師の苦手意識克服を念頭に置いた具体的な教材開発（授業案、授業記録集）

セッション Z1 のみなさまへのお願い：天文学史・Cultural Astronomy の視点からの監修

評価の観点
実際に教師の苦手意識を軽減しうるのか（最初の問題意識）
国・地域による取り扱いや注意の違いは何か（国際連携での実践研究の意義）

セッション Z1 のみなさまへのお願い：評価についての助言（特に上記の後者）


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15

